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ボーリング柱状図
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栃木県鹿沼土木事務所 2007-12-26 ～ 2008-03-21
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163.39 1.00 1.00

礫混り粘
土
(CH-G)

161.79 1.60 2.60

粘土混り
砂礫
(GS-C)

160.29 1.50 4.10

粘土
(CH)

159.49 0.80 4.90

礫混り粘
性土
(C-G)

156.89 2.60 7.50

粘土混り
砂礫
(GS-C)

156.59 0.30 7.80
風化頁岩
(Sh)

153.33 3.26 11.06

頁岩
(Sh)
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褐

暗褐

暗
褐
灰

粘着中位となり、礫径2から
30mmの角礫所々混じる。
上部植物根混じる。

礫径2から35mmの角礫主体。
礫間粘土、少量の砂にて充填。
含水比は下位。
1.50m付近より含水比は中位。
礫径最大90mm程の礫点在する。

粘着強い。
礫径5から20mmの礫点在する。
含水比は中位から高位。

粘着中位。
礫径2から20mmの角礫所々混じる
所々褐色となる。

礫径2から35mmの角礫主体。
礫間粘土、少量の砂にて充填。
含水比は下位から中位となり、所
々暗褐灰色に変化。
5.60から5.75mの間、暗茶褐色に
変化。

粘土混じり砂礫状となる。

礫状、岩片状となる。
コア長5から10cmの柱状、短柱状
コア主体。
亀裂多数あり、所々岩片状コアと
なる。
8.65m付近より黒灰色に変化。
9.25から9.35m、9.45から9.55mの
間、岩片状コアとなる。
9.55mからコア長10cm程の柱状コ
ア主体。

02/08
1.54

1.15

1.45
5 9 10

24

30 24

2.15

2.45
8 5 4

17

30 17

3.15

3.51

1

12

1

14 1

3

36
2

4.15

4.45
2 2 3

7

30 7

5.15

5.45
4 3 4

11

30 11

6.15

6.45
7 6 5

18

30 18

7.15

7.45
8 9 11

28

30 28

8.15

8.31
26

24

6

50

16 >50

9.00

9.08

50

8

50

8 >50

10.00
10.03

50

3

50

3 >50

11.00

11.06

50

6

50

6 >50

02/08

02/09

02/11


